
事前申込
不要

10月20日（木）

平成　  年1028 月20日（木）
●14：00～14：40　

講演者

テーマ

國武豊喜

　北九州学術研究都市（学研都市）は、「アジアに開かれた学術研究拠点」及び
「新たな産業の創出、技術の高度化」を目指し、理工系の国・公・私立大学や研究
機関が一つのキャンパスに集積するという独自の試みとして、平成１３年４月に
設立された。
　現在、進出した大学が北九州学術研究都市の理念を共有して、環境技術をは
じめ、時代が求めこれを先取りした活発な教育研究活動を展開している。
　今回の講演では、これまでの学研都市の歩みを振り返り、第４次産業革命を
迎えての地域産業のあり方や地域社会の方向性について提言する。

(公財)北九州産業学術推進機構 顧問
現職としてその他に、九州大学高等研究院特別主幹教授、理化学研究所基幹研
究所名誉研究員、株式会社ナノメンブレン代表取締役。ペンシルバニア大学大
学院化学専攻博士課程修了。(公財)北九州産業学術推進機構理事長、北九州市
立大学副学長、九州大学教授、同工学部長なども歴任。専門分野は高分子化
学、分子組織化学。

500名

北九州学術研究都市のこれから
～15年の歩みと今後の展望～
（公財）北九州産業学術推進機構　顧問

会議場

基 調 講 演

■経　歴

■講演趣旨

要事前申込

日時

会場 定員

平成　  年1028 月21日（金）
●13：00～14：00　

講演者

テーマ

中村桂子 氏

　「人間は生きものであり、自然の一部である」。地球上に最初の生命体が誕生
したのが３８億年前、そこから数千万種とも言われる多様な生きものが生れ、生
態系をつくっている。人間はその中の一つである。
　科学技術を進展させ、便利さを求めてそれを進歩と呼んだ近代文明は３００
年ほどの歴史を続けてきたが、ある行き詰まりを見せている。７０億人という人
口を抱えながらこのままの成長路線を続けることはできない。これまでの歴史
を否定することなく、しかし、３８億年というより大きな時間の中で科学技術の
あり方、私たちのもつ価値観を考え直してみることで、新しい展開を考えてみ
たいと思うのである。
　生きものには継続のためのさまざまな知恵が見られるのでそこに学びなが
ら、新しい価値観の下での社会のありようを探ってみる。子の時代、孫の時代、
ひ孫の時代・・・皆が暮らしやすい社会が続くようにと願いながら。

ＪＴ生命誌研究館館長
東京大学理学部化学科卒業、東京大学大学院生物化学専攻博士課程修了(理
学博士)。
国立予防衛生研究所、三菱化成生命科学研究所人間自然研究部長、早稲田大
学人間科学部教授、JT生命誌研究館副館長を経て現在館長。東京大学先端科
学技術研究センター客員教授、大阪大学連携大学院教授も歴任。

500名

生きることを基本に置く社会を
JT生命誌研究館　館長

会議場

特 別 講 演

■経　歴

■講演趣旨

要事前申込

日時

会場 定員

学研都市や近隣に立地する大学および工業高等専門学校の学生による
ポスターセッション型の研究発表を行います！

見学ツアー 要事前申込（各コース定員15名）ツアー集合場所：産学連携センター1F総合案内所横 各ツアー出発の15分前より受付を行います。

産学連携
センター

会議場会議場
体育館

産学連携
センター 学術情報センター学術情報センター

カフェテリア

技術開発交流センター［5号館］技術開発交流センター［5号館］

A

DCB

F

E

2コース

10月20日（木）●15：30～17：00
人間知能システム工学専攻ツアー

1コース

▶九州工業大学大学院生命体工学研究科

10月20日（木）●15：30～17：00
スイッチング電源の高性能化技術とその応用
安部征哉 研究室

私たちの病気やけがを治すことのできる新素材開発
宮﨑敏樹 研究室

生体機能応用工学専攻ツアー

1コース

▶北九州市立大学国際環境工学部　

▶学研都市見学ツアー

10月20日（木）●15：30～15：50
①

①

排水の生物処理について
安井英斉・寺嶋光春 研究室

日 時

学研概要説明（5分）
共同開発センター（ケミカルプロセス室等）
（15分）
現代美術センターCCA北九州（15分）
産業用ロボット導入支援センターおよび
クルマの未来館ひびきの（30分）

日 時

水環境・水処理ツアー

2コース

10月20日（木）●11：00～12：00
10月20日（木）●15：30～16：30

バイオマスから化学品への触媒的変換
黎暁紅・今井裕之 研究室

②
次世代輸送用燃料用触媒反応プロセス
朝見賢二 研究室

③
ナノポーラス物質の合成と分析
山本勝俊 研究室

④
光エネルギーの化学的変換

※1回目、2回目とも同じ内容です。

天野史章 研究室

循環型社会を目指す触媒研究ツアー

▶早稲田大学大学院情報生産システム研究科

A-1

A-2

A-3

AA

出展者プレゼンテーション 事前申込不要（各プレゼン 定員30名）会場：展示会場（体育館）

2コース

10月20日（木）
無線通信用RF ICに関して説明する。
吉増敏彦 研究室

無線通信用回路研究見学ツアー
●10：45～11：15

1コース

10月20日（木）
①
近年注目されているディープラーニングと画像認識について紹介する。
鎌田清一郎 研究室

ディープラーニングと画像認識見学ツアー
●10：00～10：30

3コース

10月20日（木）
COMSおよびPRIUSの自動運転車について説明する。
大貝晴俊 研究室

自動運転車見学ツアー
●11：30～12：00

日 時

日 時

日 時

日 時

日 時（1回目）
日 時（2回目）

日 時

10月20日（木）●10：30～12：00

①

①

①

タンパク質分解酵素活性検出のための蛍光基質の開発
加藤珠樹 研究室③

②

脳波を用いたブレインマシンインターフェース技術の紹介
夏目季代久 研究室

球駆動式全方向移動パーソナルモビリティ
宮本弘之 研究室

①

データ解析～データの収集，解析からフィードバックまで～
堀尾恵一 研究室③

②

近隣の４つの高等専門学校の専攻科生が取り組んでいる研究内容をポスター
で紹介します。発表会は、A：環境・資源・材料、B：エネルギー応用・創生、C：機
能・情報デザインの３つの生産のステージ別で行われ、機械・電気電子・制御・情
報・物質化学分野等の多岐にわたります。技術者の卵の発表にご期待ください！

本ポスターセッションでは、環境・エネルギー・材料・化学工学の各分野で取
り組まれている研究内容について、若手研究者、特に大学学部生・大学院生
による発表を行います。総合的な内容から最新の成果まで多彩な発表が並
びます。

10月21日（金）
「世界発！省エネルギーのための自動制御理論」
人工知能や機械学習の分野で「スパースモデリング」という技術が注目を集めています。この手法は，ビッグデータなど大規模・高次元のデータから少数の説明変数を自
動的に抽出する方法です。このスパースモデリングの概念をロボットやドローンなど、「動くもの」に応用し、アクチュエータをほとんど動かさずに制御するという、従来に
はない全く新しい制御方法を発見しました。この制御法により、燃料や電力の消費を抑えるだけでなく，CO2の排出や振動・騒音などを低減することも可能であり，省エ
ネルギーのための制御理論として世界的に注目されています。本プレゼンテーションでは、この制御技術について、わかりやすく解説します。

北九州市立大学 教授 永原 正章 氏

10：30～11：00

15：30～15：45

11：00～11：30

11：30～11：45

11：45～12：00

「形状記憶合金の仕組みと本合金を用いた低温排熱回収装置のご紹介」
形状記憶合金は、大部分が廃棄となる工場の温熱排水などの熱エネルギーを機械的・電気的エネルギーに変換・回収し、熱エンジンの駆動源として活用できます。その
仕組みについて、実際の形状記憶合金に触れていただきながら解説し、応用事例としてエンジン・アクチュエータをご紹介いたします。

北九州市立大学 准教授 長　 弘基 氏

「太陽光を用いた水分解水素貯蔵エネルギーシステム」

「西日本工業大学『計測・分析センター』と関連する研究事例のご紹介」

自然エネルギーを積極的に利用していくことは今後の二酸化炭素排出削減において重要ですが、太陽光や風力に代表されるように変動が大きいため、これをオンデマ
ンドで使えるようにするには、自然エネルギーを利用可能な形に変換するだけではなく、貯蔵を行うことが必須です。現状の貯蔵方法は少量であれば二次電池、多量で
あれば揚水発電等が実用化されていますが、比較的中規模な貯蔵方法が存在しません。ここではその有力な候補として、水分解水素生成を紹介します。水素は、そのま
ま燃料電池自動車等にも利用可能なため、電力だけでなく異なる用途も期待できます。

西日本工業大学は、地域社会と連携し、地域企業の課題の明確化とその解決をはかるための教育・研究拠点として「計測・分析センター」を整備・開設した。センターが
保有する精密測定機器の一部をご紹介する。また、関連する研究事例として「静電噴霧に関する研究」や「流れの可視化」をご紹介する。

北九州市立大学 教授 藤井 克司 氏

「人工光合成による燃料製造プラント（国際光合成産業化研究センターの取り組み）」

「人工光合成」は、エネルギー・環境・食糧の諸問題に対する解決策の一つとして、すでに国内外の多くの科学者らが真剣に議論し、先駆的事例を積み重ねています。
北九州市立大学の国際光合成産業化研究センター（平成27年4月設置）では、人工酵素や人工の反応系を活用した「人工光合成」技術に関する研究を行っています。
本プレゼンでは、気相（大気、排ガス）からの“二酸化炭素の回収”と“炭素の有機化反応”を連続して行い、燃料製造を可能とするプロセスについて紹介します。

北九州市立大学 教授 上江洲 一也 氏

西日本工業大学 教授 鷹尾 良行 氏  他

①
②

③
④

国立高専4高専専攻科学生研究発表会
28平成　  年10月21日（金）《日時》

会議場イベントホール
北九州工業高等専門学校、宇部工業高等専門学校、
有明工業高等専門学校、久留米工業高等専門学校

石油学会ジュニアソサイアティ（JPIJS）

展示会場（体育館）にて、出展者による展示企画のショートプレゼンを行います。

《会場》
《主催》

●10：00～12：00
若手研究者のためのポスターセッション

28平成　  年10月21日（金）《日時》

会議場イベントホール《会場》
《主催》

触媒学会、化学工学会九州支部若手エンジニア連絡会（Q・NET）《協賛》

●10：00～12：00

至本城

産学連携センター1F
総合案内所



先端エコフィッティング技術研究開発センター・
ワークショップ：大気と光の資源化への挑戦

【主催】国立大学法人 九州工業大学先端エコフィッティング技術研究開発センター
【日時】10月20日（木）10：00～12：00

【開会挨拶】九州工業大学先端エコフィッティング技術研究開発センター センター長 春山 哲也氏
【講演１】

九州工業大学 大学院生命体工学研究科 生体機能応用工学専攻／
先端エコフィッティング技術研究開発センター環境共生電子素子研究ユニット 教授

「太陽光発電の新技術：塗布型太陽電池はシリコン系太陽電池の効率を超えられるか？」

早瀬 修二氏
【講演2】

九州工業大学 工学研究院 応用化学部門／
先端エコフィッティング技術研究開発センター新資源開拓研究ユニット 教授

「光エネルギーを利用したCO2連続還元プロセスの開発」

横野 照尚氏
【講演3】

九州工業大学 大学院生命体工学研究科 生体機能応用工学専攻／
先端エコフィッティング技術研究開発センター環境共生バイオプロセス研究ユニット 准教授

「メタン菌高集積汚泥を活用した海水からのバイオエネルギー生成への挑戦」

前田 憲成氏
【講演4】

九州工業大学 大学院生命体工学研究科 生体機能応用工学専攻／
先端エコフィッティング技術研究開発センター新資源開拓研究ユニット 教授

「空気と水だけを原料として常温・常圧・無触媒・１段階プロセスでアンモニアを生産：
食糧増産から水素エネルギー社会まで」

春山 哲也氏

九州工業大学先端エコフィッティング技術研究開発センター［担当：前田憲成］
E-mail ： toshi.maeda@life.kyutech.ac.jp

お問い
合わせ

我が国のみならず、地球の大課題である「環境とエネルギー」。当センターは、平成19年度の開設以来、この課題
に取組み、独創的ソリューションを創出し、産業技術へとつなげてきた。本ワークショップでは、センターが現在重点
的に取組んでいる「大気と光の資源化」に関する４課題の成果報告を行う。

B-1

メタルリサイクル－ほどく技術・つなぐ技術－
【主催】北九州市立大学
【日時】10月20日（木）15：30～17：30 70名

定員

北九州市立大学 国際環境工学部 分離工学研究室［担当：吉塚］
TEL 093-695-3281  E-mail ： yoshizuka@kitakyu-u.ac.jp

お問い
合わせ

「都市鉱山」として注目される廃棄物からのメタル回収およびメタルリサイクルのためには、小型家電等の廃棄物を
物理的に分別してメタルを濃縮する（ほどく）技術とともに、既存の非鉄金属精錬技術へ橋渡しをする（つなぐ）技術
の開発とその動向が重要である。このセミナーでは、「ほどく技術」と「つなぐ技術」の紹介とともに、メタルリサイク
ルの現状と今後の動向について紹介する。

C-2

エネルギー、食糧生産、環境をターゲットとした「光合成」の産業化
【主催】北九州市立大学 国際光合成産業化研究センター
【日時】10月20日（木）15：30～17：30

北九州市立大学国際環境工学部［担当：河野 智謙］
TEL 093-695-3207  E-mail ： kawanoken@gmail.com

お問い
合わせ

本年5月に北九州市においてG7エネルギー大臣会合も開催されるなど、北九州市での環境・エネルギー研究への取り組みは、国際的
なステータスを獲得しつつありといえます。本セミナーでは、北九州市立大学および市内に拠点を有する企業および連携する海外の
研究機関による、植物や藻類の「光合成」の能力を活用した、エネルギー、食糧生産、環境をターゲットとした研究の動向を紹介します。

B-2

先端技術を事業にー産総研の「橋渡し」のご紹介ー
【主催】国立研究開発法人産業技術総合研究所 九州センター
【日時】10月21日（金）10：30～12：00

国立研究開発法人産業技術総合研究所 九州センター［担当：所長補佐（産学官連携推進室長）齊田 浩］
TEL 0942-81-3591  E-mail ： saida-hiroshi@aist.go.jp

お問い
合わせ

産総研は、我が国最大級の公的研究機関として産業に貢献する技術の創出とその実用化に取り組む中で、革新的
な技術シーズを事業に繋げる「橋渡し」に注力している。本セミナーでは、九州センターの研究成果や「橋渡し」の
取り組み状況、九州センター発の産総研技術移転ベンチャー「ＮＳマテリアルズ」の事業戦略について紹介する。　

B-3

クリーンエネルギーと環境のための触媒技術
【主催】公益社団法人 石油学会九州・沖縄支部
【日時】10月21日（金）15：00～17：00

（公社）石油学会 九州・沖縄支部 事務局 北九州市立大学内［担当：朝見］
TEL 093-695-3284  E-mail ： jpi-q@kitakyu-u.ac.jp

お問い
合わせ

地球温暖化防止、低炭素化社会の構築のために、クリーンなエネルギーや低環境負荷の化学品を製造する触媒化
学工業プロセスは益々重要であると考えられる。本セミナーでは、このような触媒技術開発の第一線で活躍する研
究者3名による講演を行う。

B-4

ダイバーシティ経営実践セミナー
【主催】株式会社ワールドインテック
【日時】10月20日（木）11：00～12：00

【講師】株式会社ワールドインテック ソリューション課 課長 村石 豪一氏

株式会社ワールドインテック ソリューション課［担当：上野 友布佳］
E-mail ： solution@witc.co.jp

お問い
合わせ

現在、企業の人材確保は益々困難になってきている。その状況下において、企業が今後更なる成長を実現するに
は、女性やシニア人材の積極的活用を含む、ダイバーシティ経営を行うことが必須である。講演では、企業がダイ
バーシティ経営へ取り組めるように、様々な企業の取組事例・効果から、具体的な行動計画までを紹介する。

C-1 地域課題解決を産学官民金の連携で目指す
「北九州e-PORTチャレンジ」

【主催】北九州e-PORT推進機構
【日時】10月21日（金）11：00～12：00

北九州e-PORT推進機構（ヒューマンメディア財団内）［担当：糸川、久木田］
TEL 093-663-2950  E-mail ： eport-jimu@human-media.or.jp

お問い
合わせ

地域課題の解決を図るベンチャー企業や起業家、第二創業フェーズにある中小企業などに対し、産学官民金の
ネットワークが参画・連携して新しいビジネスの立ち上げ支援を行う、「北九州e-PORTチャレンジ」について、取り
組み事例や補助金などの支援メニューなどを紹介、ニーズやシーズを持つ事業パートナーを広く求めるもの。

C-3

AIの社会実装を目指して
【主催】ひびきのＡＩ社会実装研究会
【日時】10月21日（金）15：00～17：00

（公財）北九州産業学術推進機構 自動車技術センター［担当：渡邊］
E-mail ： car@ksrp.or.jp

お問い
合わせ

近年、深層学習（ディープ・ラーニング）などの人工知能研究が著しく進展し、 産業界や社会を大きく変革する可能
性が見えてきた。６月に発足したひびきのAI社会実装研究会は、人に理解でき、実世界で有効に機能するAIシステ
ムを構築し、実証実験及び社会実装を目指して活動してきた。本セミナーではこれまでの 活動の一端を報告する。

C-4

～ 新しいデジタルコミュニティと既存産学官との共創に向けて ～ 

知財活用による新事業展開促進支援フォーラム＆
セミナー第１回 メイカームーブメント ものづくり最前線

【主催】特許庁、九州経済産業局、福岡県、九州知的財産活用推進協議会
【日時】10月20日（木）10：00～12：30

福岡県工業技術センター機械電子研究所技術総合支援室［担当：田上、松野］
TEL 093-691-0231  E-mail ： info-meri@fitc.pref.fukuoka.jp

お問い
合わせ

三次元プリンタ等のデジタル工作機で短時間でものづくりをする新しいデジタルコミュニティが世界中で普及し
つつある。一方、地域企業においては雇用の確保と人材の育成が新事業を展開促進するうえで大きな課題となっ
ている。両者の長・短所を補完する形で新しい産学官連携の在り方を知的財産をキーとして議論し、共創による新
事業展開促進に資するフォーラムを開催する。

D-1

北九州環境ビジネス推進会10月例会〈産学双方向セミナー〉
【主催】北九州環境ビジネス推進会
【日時】10月20日（木）15：30～17：30

九州工業大学 大学院 生命体工学研究科［担当：中野］
TEL 093-695-6021  E-mail ： nakano@life.kyutech.ac.jp

お問い
合わせ

北九州環境ビジネス推進会は、北九州市内の環境関連企業51社から構成され、北九州市環境局に事務局が設置さ
れている。今回の例会は＜産学双方向セミナー＞として、産側（企業側）および学側（大学側）から講師の先生をお招
きし、様々な視点から環境にからむエネルギー問題を捉え、新しい環境ビジネスに向けたご講演を頂く。

D-2

部品内蔵配線板の最新開発状況
～数々の課題を乗り越え、モバイル機器メインボードに適用へ～

【主催】システム開発技術カレッジ（ふくおかIST）、
ひびきの半導体アカデミー（FAIS）合同企画

【日時】10月21日（金）10：00～12：00

（公財）北九州産業学術推進機構 半導体・エレクトロニクス技術センター［担当：上野 孝裕］
TEL 093-695-3007  E-mail ： t-ueno@ksrp.or.jp

お問い
合わせ

１９９８年モトローラが開発した部品内蔵配線板は電子機器のメインボードへの適用については、電気特性検査の
複雑化や信頼性の保証問題等の多くの課題があった。しかし、ここ数年モバイル機器のメインボードへの適用が現
実のものとなりつつあり、本セミナーでは部品内蔵配線板の最新開発状況と今後の展望につき解説する。

D-3
第59回 北九州医工学術者会議

【主催】北九州医工学術者協会
【日時】10月21日（金）15：00～17：00

北九州医工学術者協会事務局［担当：和田親宗（九州工業大学大学院生命体工学研究科）］
E-mail ： wada@brain.kyutech.ac.jp

お問い
合わせ

北九州および周辺地域の、医学・工学および両者の融合領域に関する研究成果を公表するセミナーを開催する。
今回は、九州大学・有村秀孝教授による特別講演｢コンピュータが支える画像診断と放射線治療｣および一般講演
数件を予定している。

D-4

介護ロボット
【主催】（公財）北九州産業学術推進機構
【日時】10月20日（木）10：00～12：30

（公財）北九州産業学術推進機構 国家戦略特区担当 介護ロボット技術グループ［担当：宮松 利行］
TEL 093-695-3046  E-mail ： t-miyamatsu@ksrp.or.jp

お問い
合わせ

医師の立場から見た介護ロボットについての講演と、国家戦略特区に指定された、北九州市の介護ロボットへの取
り組みの紹介、介護ロボットの紹介を行う。

E-1

ものづくり企業経営者層 必見セミナー！「デジタルものづくりと価値創造への挑戦事例」
【主催】（公財）北九州産業学術推進機構 ものづくり革新センター
【日時】10月20日（木）15：30～17：30

（公財）北九州産業学術推進機構［担当：牛島］
TEL 093-695-3006  E-mail ： y-ushijima@ksrp.or.jp

お問い
合わせ

ものづくりにおけるデジタル化の波をうまく活用して価値創造やものづくりプロセスの革新に繋げることが、企業に
とって大きな課題になっている。本セミナーでは、ものづくり関係者、特に経営者層に知っていただきたい３Ｄものづ
くり及びＩoＴへの取組事例をご紹介する。

E-2

北九州市環境エレクトロニクス研究所 １年をふり返って
【主催】北九州市環境エレクトロニクス研究所
【日時】10月21日（金）10：00～12：00

北九州市環境エレクトロニクス研究所 事務局［担当：田中］
TEL 093-695-3075  E-mail ： kaoru_tanaka01@city.kitakyushu.lg.jp

お問い
合わせ

北九州学術研究都市においてパワーエレクトロニクスを中心とした「環境エレクトロニクス」研究拠点化を進めてお
り、平成２７年１０月に「北九州市環境エレクトロニクス研究所」を開設した。研究所の１年間の取組みなどを紹介する。

E-3
北部九州発のイノベーションをアジア・世界へ

【主催】Joint-IFF（ふくおかIST、ISIT、FAIS連携体）
【日時】10月21日（金）14：30～17：30

14：30～17：00

（公財）北九州産業学術推進機構 産学連携統括センター［担当：吉武 聡］
TEL 093-695-3006  E-mail ： s-yoshitake@ksrp.or.jp

お問い
合わせ

福岡県産業・科学技術振興財団（ふくおかIST）、九州先端科学技術研究所（ISIT）、北九州産業学術推進機構
（FAIS）は、それぞれの特徴を活かした連携によりイノベーションを創出し、地域社会の発展に貢献する活動を行う
ため、「三財団連携協定書」を締結し、この連携体をJoint-IFFと命名した。今回、この新たな地域間連携を活用いた
だくため、セミナーを開催する。

E-4

自動車・ロボット研究所 研究シーズ紹介
【主催】西日本工業大学 研究センター
【日時】10月20日（木）11：00～12：00

西日本工業大学　企画広報課［担当：山中］
TEL 093-563-3225  E-mail ： proj@nishitech.ac.jp

お問い
合わせ

噴霧ノズル近辺の挙動観測、電流波形による噴霧状態の同定、垂直電解を用いた帯電量の計測などの静電塗装
の最適条件を導くための様々な手法について解説し、ドロップ・オン・デマンド技術の最新動向について概説する。
また、「百聞は一見に如かす」を実現する方法として可視化計測法を紹介する。

F-1 ひびきのＬＥＤアプリケーション創出協議会の活動成果と今後の課題

お問い
合わせ

F-2
工学教育革新センターと連携した海洋ロボット
教育技術研究所の研究開発およびPBL教育 

【主催】

【日時】10月21日（金）11：00～12：00

北九州市立大学国際環境工学部機械システム工学科［担当：趙 昌熙］
TEL 093-695-3224  E-mail ： cho@kitakyu-u.ac.jp 

お問い
合わせ

韓国東明大学校の工学教育革新センター、海洋ロボット教育技術研究所、超小型海洋ロボットの研究開発、海洋ロ
ボットアカデミー、海洋ロボットチャレンジについて紹介する。また、北九州市立大学国際環境工学部とのPBL
（Project Based Learning：課題解決型学習）教育国際連携モデルの構築事例を紹介する。 

F-3

13：40～14：00

14：00～14：40

開会式
基調講演

13：00～14：00 特別講演10：00～12：00

国立高専4高専専攻科学生研究発表会

若手研究者のためのポスターセッション
講師

テーマ

國武豊喜
北九州学術研究都市のこれから～15年の歩みと今後の展望～
（公財）北九州産業学術推進機構 顧問

講師

テーマ

中村桂子  氏
生きることを基本に置く社会を
JT生命誌研究館 館長

北九州工業高等専門学校・宇部工業高等専門学校・
有明工業高等専門学校・久留米工業高等専門学校

石油学会ジュニアソサイアティ（JPIJS）

【講演１】
東北大学 多元物質科学研究所 研究教授
「金属素材の循環利用」

中村 　崇氏

【講演１】
北九州市立大学国際環境工学部 教授、環境技術研究所 副所長 
「OECDグリーン成長モデル都市間の環境・エネルギー研究連携構想」

上江洲 一也氏
【講演2】

電源開発株式会社 技術開発部 若松研究所バイオ・環境技術研究G
「海産性の微細藻類を利用した燃料生産実証研究の最前線」

松本 光史氏
【講演3】

北九州市立大学国際環境工学部 教授 国際光合成産業化研究センター長
「エネルギー、食糧生産、環境と『光合成』の産業化：国際連携と産学連携の事例」

河野 智謙氏

【講演2】
台北科技大学 環境工程與管理研究所 助理教授
「台湾における廃棄物からの金属リサイクルの現状と今後の動向」

王　 立邦氏
【講演3】

北九州市立大学 国際環境工学部 教授
「過熱水蒸気処理と塩化鉄・鉄粉法による廃電子回路基板のリサイクル」

大矢 仁史氏
【講演4】

三菱マテリアル(株) 環境・エネルギー事業本部 部長
「三菱マテリアルにおけるリチウムイオン電池リサイクルの取組と課題」

藤澤 龍太郎氏
【講演5】

北九州市立大学 国際環境工学部 教授
「廃ネオジム磁石からのレアアースのリサイクル」

吉塚 和治氏
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150名
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定員

90名
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70名
定員

70名
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70名
定員【講演１】 ｆａｂｃｒｏｓｓ 副編集長兼ウェブマスター「デジタルコミュニティの最新動向」

「デジタルコミュニティと地域企業の共創～知的財産・知財経営の観点から～」

越智 岳人氏

弁理士
［テーマ1］知的財産の取扱い　［テーマ2］新しいデジタルコミュニティと既存の産学官との関係
《コーディネーター》 羽立 幸司氏 上記講師２名、地域企業・学生・支援機関等から複数名《パネリスト》

【講演2】
【パネルディスカッション】

タカハ機工株式会社 社長「地域のファブ施設運営機関からの活動報告」 大久保 泰輔氏

150名
定員

150名
定員

45名
定員

【講演１】
西日本工業大学 工学部 助教
「静電塗装の高度制御について～多角的な計測と評価法」

小畑 大地氏
【講演2】

西日本工業大学 工学部 准教授
「可視化計測の魅力について」

荒巻 森一朗氏

45名
定員

会議場イベントホール

【講演１】
国立研究開発法人産業技術総合研究所 九州センター 所長
「産総研九州センターの「橋渡し」による地域イノベーションの推進」

坂本　 満氏
【講演2】

国立研究開発法人産業技術総合研究所 製造技術研究部門 副研究部門長
「製造技術研究部門の研究戦略と主な成果」

秋山 守人氏
【講演3】

ＮＳマテリアルズ株式会社 代表取締役
「高い色再現性ディスプレイを実現ー産総研の先端的な均一粒子製造技術を応用ー」

金海 榮一氏

韓国東明大学校工学教育革新センター・工科大学機械工学科
【共催】北九州市立大学国際環境工学部機械システム工学科

韓国東明大学校工学教育革新センター センター長
韓国東明大学校工科大学機械工学科 副教授 金　 賢植氏

【特別講演】
九州大学大学院 医学研究院 保健学部門 医用量子線科学分野 教授
「コンピュータが支える画像診断と放射線治療」

【一般講演】会員による研究成果の発表数件を予定
有村 秀孝氏

【セミナーセッション】

17：00～17：30【ポスターセッション】

北九州産業学術推進機構（FAIS） 産学連携担当部長
②「超低炭素化社会のビジネスを探る～アジアをつなぐ新たな研究開発・実証拠点をめざして」

藤本 　潔氏

北九州産業学術推進機構（FAIS） 産学連携統括センター長
①「Joint-IFFの概要について」

納富 　啓氏

九州先端科学技術研究所（ISIT） 専務理事
③「課題解決型よろず相談『分析NEXT』～学研都市”伊都”からの挑戦」

川畑 　明氏

福岡県産業・科学技術振興財団（ふくおかIST）三次元半導体研究センター副センター長

④「IoT時代の試作・評価拠点を目指して
～半導体実装研究開発拠点としての三次元半導体研究センターの取組み」

野北 寛太氏

A-1 A-3A-2

【講演１】
独立行政法人 労働者健康安全機構 九州労災病院 門司メディカルセンター 院長
「医師の立場からロボットと訓練・介護」

蜂須賀 研二氏
【講演2】

北九州市 産業経済局 企業支援・産学連携部 成長産業担当課長
「特区取り組みについて」

柴田 泰平氏
【講演3】

株式会社安川電機 技術開発本部 ロボティクスヒューマンアシスト事業推進室 室長
「介護ロボット紹介」

藤原 　昇氏
富士ソフト株式会社 エリア事業本部 西日本支社 九州営業部 第２営業グループ課長 櫻井 純一氏 【講演2】

パナソニック株式会社 生産技術本部 製造力強化センター 所次長
「ＩoＴトレンドとパナソニックの取組み」

石井 彰一氏

【講演1】
株式会社ブレインバス 代表取締役ＣＥＯ
「インターネット『ものづくり』時代の挑戦事例」

山田 眞次郎氏

【講演1】
九州工業大学 大学院生命体工学研究科長
「九州工業大学大学院生命体工学研究科におけるエネルギーに関する研究テーマとその概要」

花本 剛士氏
【講演2】

九州大学大学院 工学研究院 材料工学部門 准教授
「温度差を必要としない発電材料‐狭バンドギャップ部における電子の熱励起を利用‐」

宗藤 伸治氏
【講演3】

九電みらいエナジー（株）取締役企画本部長
「九電みらいエナジーの取組みと今後の展開～再エネのフロントランナーを目指して～」

寺崎 正勝氏
【講演4】

（株）安川電機　インバータ事業部 事業推進部 課長
「安川電機の省エネへの取組み」

工藤 雅一氏

公益財団法人九州ヒューマンメディア創造センター 事務局長 山田 修司氏

【講演】（有）ウェイスティー 代表取締役社長、IEEE Fellow、IMAPS Fellow、工学博士 福岡 義孝氏

【講演1】
北九州市環境エレクトロニクス研究所 主席研究員
「研究所 開設１年の歩み」

二宮　 保氏

北九州市環境エレクトロニクス研究所 主任研究員 附田 正則氏
主任研究員 林　 祐輔氏

北九州市環境エレクトロニクス研究所　研究員 葉山　 裕氏
研究員 松垣 佳克氏

主任研究員 宍戸 信之氏

【講演2】「研究所が目指す新しいパワーエレクトロニクス（省エネ・創エネへの貢献）」

【講演3】「地元企業の新産業化促進支援に関する取組み」

九州工業大学工学研究院電気電子工学研究系
工学研究院電気電子工学研究系

金田 　寛氏／大村 一郎氏
市原 文夫氏

【講演4】「研究連携紹介～地域イノベーション戦略支援プログラムの取組みについて」

【講演1】
北九州市立大学 国際環境工学部 エネルギー循環化学科 准教授
「新しい光触媒材料としての水素処理されたルチル型TiO2粉末」

天野 史章氏
【講演2】

日揮触媒化成(株) R&Dセンター 触媒研究所
環境・新エネルギー材料研究グループ マネージャー

「　講演題目未定　」
足立 健太郎氏

【講演3】
九州大学 鉄鋼リサーチセンター 教授
「鉄鉱石の風変わりな高温触媒活性 －グリセリン分解反応を例として－」

斉間　 等氏

【講演2】
北九州市立大学 教授
「ものを動かすための人工知能と自動制御」

永原 正章氏
【講演3】

ホンダリサーチインスティチュート
「人工知能と対話技術の動向(仮）」

船越 孝太郎氏

【講演1】
九州工業大学 名誉教授
「ひびきのＡＩ社会実装研究の活動状況について」

石川 眞澄氏

【主催】ひびきのLEDアプリケーション創出協議会
【日時】10月20日（木）15：30～17：30

（公財）北九州産業学術推進機構 半導体・エレクトロニクス技術センター 開発支援部［担当：田中 康彦］
TEL 093-695-3007  E-mail ： y-tanaka@ksrp.or.jp

【講演3】「高放熱基板を実現する分子接合技術」
工藤 孝廣氏株式会社 いおう化学研究所 副社長

【講演1】
北九州市立大学 教授
「産学連携によるLED照明の熱課題解決」

井上 浩一氏
【講演2】

福岡県工業技術センター 機械電子研究所
「機械電子研究所におけるLED照明関連設備の紹介と活用例」

西村 圭一氏

化学系の大学生・大学院生による
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特別講演
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お問い合わせ 公益財団法人北九州産業学術推進機構   キャンパス運営センター
ＴＥＬ：（093）695-3111　ＦＡＸ：（093）695-3010　E-mail : fair@ksrp.or.jp　URL : http://fair.ksrp.or.jp/

特別講演
１０月２１日（金）１３：００～１４：００●日　時

●会　場

JT生命誌研究館

会議場イベントホール内にて関連展示を行います。
館長 中村 桂子　氏

●テーマ
●講　師

「生きることを基本に置く社会を」
会議場

開会式＆基調講演

(公財)北九州産業学術推進機構　
國武  豊喜　

１０月２０日（木）

「北九州学術研究都市のこれから
　～15年の歩みと今後の展望～」

●基調講演
　テーマ

●日　時 ■開 会 式

●会　場

●基調講演
　講　師

会議場

顧問

１０/
平成２８年

２０
THU FRI
２１

北九州学術研究都市
（北九州市若松区ひびきの）

交 流 パ ー ティー展 示 会

【日時】10月20日（木）10：00～17：30
10月21日（金）10：00～17：30

【会場】北九州学術研究都市  各施設

セミナ ー

第16回 産学連携フェア プログラム

Designed by 麻生情報ビジネス専門学校 北九州校 
CGクリエータ科　福間　彩未
※Supported by 北九州総合デザイナー協会

【日時】10月20日（木）・21日（金）
【会場】北九州学術研究都市 

体育館および技術開発交流センター

10：00～17：00
【日時】10月20日（木）

【会場】北九州学術研究都市  カフェテリア
17：45～19：00

１3：4０～１４：0０
■基調講演１４：００～１４：４０

テーマ 実 施 機 関 定 員

500名□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

14：00～14：40
先端エコフィッティング技術研究開発センター・ワークショップ：
大気と光の資源化への挑戦

国立大学法人九州工業大学
先端エコフィッティング技術研究開発センター 90名10：00～12：00

ダイバーシティ経営実践セミナー 株式会社ワールドインテック

90名

11：00～12：00

知財活用による新事業展開促進支援フォーラム＆セミナー
第１回 メイカームーブメント ものづくり最前線 ～ 新しいデジタルコミュニティと既存産学官との共創に向けて ～ 特許庁、九州経済産業局、福岡県、九州知的財産活用推進協議会

70名

10：00～12：30

介護ロボット (公財)北九州産業学術推進機構　

70名

ものづくり企業経営者層 必見セミナー！
「デジタルものづくりと価値創造への挑戦事例」 (公財)北九州産業学術推進機構 ものづくり革新センター　

北九州環境ビジネス推進会10月例会〈産学双方向セミナー〉 北九州環境ビジネス推進会

70名

70名15：30～17：30

150名10：00～12：30

150名15：30～17：30

13：00～14：00

北九州市環境エレクトロニクス研究所 1年をふり返って 北九州市環境エレクトロニクス研究所

北部九州発のイノベーションをアジア・世界へ Joint-IFF（ふくおかIST、ISIT、FAIS連携体）

70名11：00～12：00

工学教育革新センターと連携した海洋ロボット教育技術研究所の
研究開発およびPBL教育 韓国東明大学校工学教育革新センター・工科大学機械工学科

クリーンエネルギーと環境のための触媒技術 公益社団法人 石油学会九州・沖縄支部

AIの社会実装を目指して ひびきのAI社会実装研究会 70名

70名

地域課題解決を産学官民金の連携で目指す
「北九州e-PORTチャレンジ」 北九州e-PORT推進機構

90名15：00～17：00

先端技術を事業にー産総研の「橋渡し」のご紹介ー 国立研究開発法人 産業技術総合研究所 九州センター

500名

90名10：30～12：00

自動車・ロボット研究所 研究シーズ紹介 西日本工業大学 研究センター 45名11：00～12：00

ひびきのＬＥＤアプリケーション創出協議会の活動成果と今後の課題 ひびきのLEDアプリケーション創出協議会 45名

15名

15名

15：30～17：30

10：00～10：30

時　間
A-1

B-1

C-1

D-1

メタルリサイクル－ほどく技術・つなぐ技術－ 北九州市立大学 15：30～17：30C-2

15：30～17：30 エネルギー、食糧生産、環境をターゲットとした「光合成」の産業化 北九州市立大学 国際光合成産業化研究センターB-2

D-2

E-1

E-2

F-1

F-2

A-3

B-3

B-4

C-3

C-4

D-3

D-4

E-3

E-4

F-3

早稲田大学大学院情報生産システム研究科［ラボ見学ツアー］ ディープラーニングと画像認識見学ツアーコース1

15：30～17：00 九州工業大学大学院生命体工学研究科［ラボ見学ツアー］ 生体機能応用工学専攻ツアーコース1

15：30～17：00 九州工業大学大学院生命体工学研究科［ラボ見学ツアー］ 人間知能システム工学専攻ツアーコース2

北九州市立大学国際環境工学部［ラボ見学ツアー］ 水環境・水処理ツアーコース1

北九州市立大学国際環境工学部

15名

15名

北九州市立大学国際環境工学部［ラボ見学ツアー］ 循環型社会を目指す触媒研究ツアー（2回目）コース215：30～16：30

学研都市見学ツアー10：30～12：00

［ラボ見学ツアー］ 循環型社会を目指す触媒研究ツアー（1回目）コース2

15名

15：30～15：50

15名

15名

11：00～12：00

早稲田大学大学院情報生産システム研究科［ラボ見学ツアー］ 無線通信用回路研究見学ツアーコース2

早稲田大学大学院情報生産システム研究科［ラボ見学ツアー］ 自動運転車見学ツアーコース3

15名

15名

10：45～11：15

11：30～12：00

1616第第 回回

下部の参加申込書を
ご利用下さい。093-695-3010 ホームページ

A C C E S S
交通アクセス

学研都市ひびきの   折尾駅西口間無料シャトルバス運行！

■「折尾駅西口」→「学研都市ひびきの」 ■「学研都市ひびきの」→「折尾駅西口」

発 折尾駅西口
学研都市サイエンスパーク 二島駅大鳥居新払川大橋行先

共立大・学研都市ノンストップ 共立大 産医大入口・光貞台・
学研都市北口

産医大
入口

産医大入口・
光貞台・学研都市経由

6464 3333 35

産医大入口・
光貞台

共立大・
学研都市

3363
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18
17

47
48

47
4717
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47

40
ノン番号

10
9
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※無料シャトルバスの乗り場は、路線バスの学研都市方面行きと同じ折尾駅西口のバス停です。
※無料シャトルバスは、「折尾駅西口」と「学研都市ひびきの」のバス停にしか停車しません。

発 学研都市ひびきの
折尾駅西口行先

ノンストップ 共立大経由
ノン 63・64 33 35番号
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17
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13
14
15
16
17
18
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13
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00
00
00

鉄道快速

光貞台・産医大入口・女子大 産医大入口・女子大
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27
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12

00ノン
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40
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地下鉄
（10分）

皇后崎
ランプ 黒崎バイパ

ス

駐車場（無料）・駐車台数に限りがありますので、できるだけ公共の交通機関をご利用下さい。

THU
２０
１０

FRI
２1
１０

【利用目的】来場者申込みによる個人情報は、産学連携フェアの各セミナー、見学ツアーにおける受付、開催にかかわるご連絡、および（公財）北九州産業学術推進機構が主催するイベント情報のご案内
のために利用いたします。どうぞよろしくお願いいたします。

(公財)北九州産業学術推進機構　北九州学術研究都市のこれから
～15年の歩みと今後の展望～基調講演

15：00～17：00

部品内蔵配線板の最新開発状況
～数々の課題を乗り越え、モバイル機器メインボードに適用へ～

システム開発技術カレッジ（ふくおかIST）、
ひびきの半導体アカデミー（FAIS）合同企画10：00～12：00

70名15：00～17：00

150名

第59回 北九州医工学術者会議 北九州医工学術者協会

10：00～12：00

150名14：30～17：30

45名11：00～12：00

(公財)北九州産業学術推進機構　生きることを基本に置く社会を特別講演

右
記
項
目
を
ご
記
入
下
さ
い

30
30

30
30

第16回産学連携フェア
（１０月２0日・２1日）　

見
学
ツ
ア
ー

一般社団法人九州経済連合会、一般社団法人北九州中小企業団体連合会、九州電力株式会社北九州支社、日本経済新聞社西部支社、野村證券株式会社北九州支店、
株式会社日本政策投資銀行、福岡ひびき信用金庫、株式会社西日本シティ銀行、株式会社福岡銀行、株式会社北九州銀行、株式会社みずほ銀行、株式会社三井住友銀行、
学術研究都市ファンクラブ「ひびきの会」、九州半導体・エレクトロニクスイノベーション協議会、九州地域環境･リサイクル産業交流プラザ（Ｋ-ＲＩＰ）、九州地域バイオクラスター推進協議会、
九州イノベーション創出戦略会議、福岡県ロボット・システム産業振興会議、ＡＩＲ　ＳＴＡＴＩＯＮ　ＨＩＢＩＫＩ株式会社

主    催

後    援
北九州学術研究都市産学連携フェア実行委員会、公益財団法人北九州産業学術推進機構[ＦＡＩＳ]

参加
無料

無料シャトルバス運行

無料
シャトル
バス

無料
シャトル
バス

バス運賃：230円 バス運賃：230円
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学研都市ひびきのバス停
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研究センター

北九州市立
大学
特殊実験棟

運動場運動場

北九州市立大学
計測分析センター

環境エネルギー
センター

カ
フ
ェ
テ
リ
ア

カ
フ
ェ
テ
リ
ア

共同研究
開発センター

情報技術
高度化センター

会議場会議場
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北九州市立大学
九州工業大学大学院

事業化支援センター

産学連携センター早稲田大学大学院

北九州市立大学
九州工業大学大学院

事業化支援センター

産学連携センター早稲田大学大学院
学術情報センター

会議場イベントホール

技術開発交流センター

国立高専4高専専攻科学生研究発表会

若手研究者のためのポスターセッション
化学系の大学生・大学院生による

（10月21日（金） 10：00～12：00）

ロボット関連
自動車技術センターと研究会等パネル展示、ビデオ上映

ULV（Ultra lightweight vehicle）の試乗会

ひびきのＬＥＤアプリケーション創出協議会の製品紹介

文部科学省ナノテクノロジープラットフォーム事業の紹介

クルマの未来館ひびきの公開

自動車関連

半導体・エレクトロニクス関連

電気自動車（日産リーフ）で使われ
ている部品、軽量化部品サンプル、
地元企業の開発製品などの展示の
他、自動車技術に関する最新情報
の掲示、子供向けのミニカー走行
制御プログラム体験コーナーなど
があります。また、自動車技術セン
ターのコーディネータが、実物を目
の前に部品や技術の説明、技術相
談、業界の最新情報を解説します。

自動車技術センターの事業活動
の紹介と今年度の計画を紹介し
ます。
また、研究会活動として「九州・ひ
びきの自律走行研究会」「ひびき
のAI社会実装研究会」の内容を
パネルとビデオで紹介します。

早稲田大学の大貝研究室で製作したULV（超小型電気自動車）
が試乗できます。
乗り心地や感想等のアンケートにご協力頂きます。

半導体・エレクトロニクス技術センターでは、半導体を活用した新たなアプリケーションの創出のた
め、「ひびきのＬＥＤアプリケーション創出協議会」の活動を支援しています。今回は、同協議会参画
企業の特色あるＬＥＤ製品とＬＥＤを活用した新たなアプリケーションをご紹介します。

ナノテクノロジーに関する最
先端の研究設備とその活用
のノウハウを持つ全国２６の
大学・研究機関が連携して
皆様の課題解決を加速・支
援する文部科学省の事業で
す。今回は、その事業概要と
成果事例をご紹介します。

レゴカーを使って、今話題の自動停
止や自動運転（ライントレース）を学
習します。初心者を対象に、プログ
ラムの基礎を分かりやすく学習し、
実際に自分で作ったプログラムを
使ってレゴカーを動かします。どな
たでも参加できます。ぜひ体験して行ってください。

公益財団法人北九州産業学術推進機構   キャンパス運営センター
ＴＥＬ：（093）695-3111　ＦＡＸ：（093）695-3010　E-mail : fair@ksrp.or.jp　URL : http://fair.ksrp.or.jp/

－装置と情報の共有化による研究開発の新展開－

社会に貢献するロボット

産業用ロボット導入
支援センターの公開

インフラ点検ロボット（ドローン活用）
新日本非破壊検査（株）
計測検査（株）

編隊飛行型３次元計測ロボット
北九州工業高等専門学校 滝本隆 研究室
管渠検査ロボット
（株）石川鉄工所

静脈血栓症予防ロボット
九州工業大学 石井和男 研究室

次世代産業用
AIロボット
九州工業大学 
西田健 研究室

電動アシストカートロボット
（有）ICS SAKABE

スレート屋根補修ロボット
（株）三和綜合土木

鉄道車両洗浄ロボット八祥産業（株）

歩行リハビリ支援ツール リーフ（株）

介護ロボット
運動機能および認知機能を測定し、結果および、その
人に合った生活様式や推奨トレーニングメニューを提
示する、「健康度測定器（安川電機）」と、ベッドとトイレ
の往復など、屋内での移動および立ち座り動作を支援
する「屋内移動アシスト装置（安川電機）」、会話の出来
る癒し系コミュニケーションロボット「PALRO（パル
ロ）（富士ソフト）」の体験ができる。

10:00／11:00／13:00／14:00／15:00
技術開発交流センター　正面玄関前

ドローンが飛びますっ！飛びますっ！
場　所
デモ時刻

新日本非破壊検査（株）計測検査（株）

(株)朝日工芸社
日本プライスマネジメント(株)
(株)マリンテック
(株)ＳＴＥＱ

事務局：半導体・エレクトロニクス技術センター

(株)環境フォトニクス
(株)豊光社
(株)ロクリア
KOA(株)

健康度測定器
（株）安川電機

PALRO（パルロ）
富士ソフト（株）

レゴカープログラム体験教育紹介

屋内移動
アシスト装置
（株）安川電機

文部科学省ナノテクノロジー
プラットフォームセンター機関
(国立研究開発法人 科学技術振興機構）
微細加工プラットフォーム実施機関
(公益財団法人 北九州産業学術推進機構)

パラレルリンクロボットシステム

体育館
北九州市立大学

九州工業大学

福岡県工業技術センター 機械電子研究所

九州共立大学 総合研究所

サポイン成果発表

地球社会の変化と地域社会の要請に応えるために北九州市立大学環境技術研究所が取り組んで
いる研究事例・研究シーズを「エネルギー関連技術」のテーマ
を中心に分野を横断して紹介する。

バイオマス・自然エネルギーを利用した触媒研究と最先
端材料開発事例の紹介

低炭素社会に向けた
エネルギー関連技術

九州工業大学大学院生命体工学研究科パネル
及びロボット等の展示

カーロボ連携大学院

ロボット・自動車の高度化・知能
化に向けた専門人材を育成す
る「カーロボ連携大学院」での、
「総合実習科目」についてパネ
ル展示・動画により紹介する。
また、実習成果をデモンスト
レーションにより紹介する。

連携大学院インテリジェントカー・
ロボティクスコース総合実習展示

早稲田大学

篠原尋史研究室

素子ばらつきや雑音を利用
したIoTセキュリティー用
集積回路

工業技術センターは、「地域企業の発展を支援する実践
的研究開発機関」を目指し、常に地域の企業様、技術支
援機関、大学との連携を持ち、業務を行っている。
当センターの業務をご紹介する。
また、当センターを利用していただいている地域の企
業様の集まりである「福岡県工業技術センタークラブ」
についても、その活動の一端をご紹介する。

薄膜材料創製に関わる新技術の紹介。
①鉛直柱状プラズマによるメタンガスからのナノダイヤモンド合成法。
②格子ターゲット反応性プラズマスパッタによる透明酸化物薄膜の合成法。
③高エネルギー中性原子・分子照射による表面改質法。

（公財）九州ヒューマンメディア創造センター

地域課題の解決を図るベンチャー企業や起業家、第二創業フェーズにある中小
企業などに対し、産学官民金のネットワークが参画・連携して、新しいビジネスの
立ち上げ支援を行う、「e-PORTチャレンジ」の紹介。

福岡県工業技術センター及び福岡県工業技術
センタークラブのご紹介

西日本工業大学 研究センター

本年度開設された西日本工
業大学「計測・分析センター」
を紹介し、本センターの基
に自動車・ロボット研究所が
展開する研究として「静電
噴霧に関する研究」、「可視
化計測に関する研究」につ
いて概説する。

計測・分析センターおよび自動車・ロボット研究所
の研究紹介

プラズマを利用した薄膜材料作製に関わる新技術

集積回路には、チップ固有のコピーできない特性が元々
備わっている。これを上手く引き出すと、セキュリティー
やID番号生成に利用することが出来る。その原理を紹
介し実演する。

三宅丈雄研究室

生体素材と電子素子をイオンでつなぐ革新的
バイオイオントロニクスの創出

地域課題解決を産学官民金の連携で目指す
「北九州e-PORTチャレンジ」

溶融亜鉛メッキを代替する新規塗料と工法の開発
ダイキ工業(株)／エス・エルテック(株)／九州工業大学／九州大学

北九州e-PORT推進機構

（公財）福岡県リサイクル総合研究事業化センター

循環型社会の形成に向けて、産学官民の共同によるリサイクル技術の研究開発ならびに社会シ
ステムの構築に関する支援を行っている。共同研究により誕生したリサイクル製品・システムを
紹介する。

リ総研 共同研究で開発したリサイクル製品やシステムの紹介

高炉スラグ混合セメントを活用して、従来の防食法とは概念の異なる傷を受けても錆びない自己修
復型新規防食塗料、スラグリードSR™を開発しました。

非常用電源としてのマグネシウム空気電池を実現する
難燃性マグネシウム合金鋳造薄板による革新的電極素材の開発
（株）戸畑製作所／古河電池（株）／不二ライトメタル（株）／産業技術総合研究所
放電特性、発火抑制特性に優れる合金及びその低コストな薄板化製造技術開発によって、革新的な
電極素材を実現しました。

■エネルギーの変換技術

太陽光を用いた水分解水素貯蔵エネルギーシステム（図
1）、人工光合成技術による燃料製造プラント、光合成生
物を使ったエネルギー生産の紹介

省エネルギー制御、燃料電池の性能・寿命向上技術、燃
料電池自動車の水素噴射にも応用可能な超音速マイク
ロノズル技術、排熱を利用した形状記憶合金熱エンジン
（図2）、建築におけるエネルギー有効利用の紹介

■エネルギーの物質貯蔵技術

■エネルギーの有効利用

PBL（Project Based Learning）教育の高大院・国際
連携により開発した「浮遊物除去のための自律型水上ロ
ボット」を紹介パネルとともに展示する。また、国際連携
PBL教育の成果を紹介する。

浮遊物除去のための自律型水上ロボットの開発
韓国・東明大学校工学教育革新センター／海洋ロボット教育技術研究所
韓国・国立釜山機械工業高等学校
北九州市立大学国際環境工学部機械システム工学科

本研究科の各研究室における主要な研究内容をパネルやビデオで紹介するとともに球を用いた
全方向移動機構をプラットフォームとするパーソナルモビリティを動展示し、試乗による体感コー
ナーとする。また、１００ｍの直線を自動的に引くロボットやスマートライフケアのための姿勢・重
心計測システムなど数種類を静展示する。

大学院生命体工学研究科

ロボット競技会を通じたロボット開発
様々なロボット競技会が企画されており、本学でもロボカップや水中ロボコン、北九州学術研究都
市を中心に企画したトマトロボット競技会等を運営・参加し、教育・研究の場として活用している。ロ
ボット競技会へ参加しているロボットの紹介、及び研究成果を用いた産学連携について報告する。

社会ロボット具現化センター

ヒトを始めとする生体素材は柔らかく、かつイオン制御によって、高度な機能を実現しているのに対し、
ヒトが作るデバイス素子は固く、そして電子制御により優れた機能を実現している。我々は、この相反す
る素材を有機的に統合するための独自技術の開発に取り組んでいる。
最近の研究課題：（１）ソフトコンタクトレンズ上へのICタグ （２）環境・生体に調和するバイオ発電デバイ
ス （３）電気化学的pH制御による生体機能制御 （４）ナノストローメンブレンによる薬剤導入システム

早稲田大学の産学官連携の取り組み
本ブースでは，早稲田大学が現在取り組んでいる産学官コンソーシアムおよびリサーチコンプレッ
クスについて紹介する。

早稲田大学情報生産システム研究科の情報アーキテクチャ分野の
研究を紹介する。研究成果の例として、自動翻訳のための高速単語
対訳推定装置を紹介する。

ルパージュ・イヴ研究室
情報アーキテクチャ分野の研究紹介

生産システム分野の研究紹介
情報生産システム研究科・生産システム分野の研究を紹介する。

田中英一郎研究室
インクルーシブデザインによるライフサポート機器の開発
脳卒中による麻痺患者や、高齢者の様々な動作を補助するためのライフサポート機器を、エンジ
ニアだけでなく医学専門家、患者、介助者、介護施設関係者、デザイナーなど、様々な方々と共に
開発している（インクルーシブデザイン）。

Scattering 遠心圧縮機

集積システム分野研究紹介
LSI設計技術を基盤に、回路から応用システムまで幅広く展開し、教育・研究で世界をリードする。
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